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	１．夫の年収が２年続けて低下した世帯が増加 ―― 年齢の高い層ほど顕著
	１－１　夫の年収が２年続けて低下した世帯の割合が増加、２年続けて上昇した世帯の割合は低下
	１－２　夫の年齢が高い世帯や、自営業の世帯で「２年続けて低下した世帯」の割合が特に増加
	１－３　消費支出の差が拡大 ―― 低所得層で消費支出が低下


